
○安芸高田市不法投棄防止条例 

令和5年6月29日 

条例第30号 

(目的) 

第1条 この条例は、不法投棄防止対策に関し、土地所有者、地域住民及び市が連

携協力して廃棄物の不法投棄を未然に防止し、清潔で美しいまちづくりを推進す

ることを目的とする。 

(定義) 

第2条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に

定めるところによる。 

(1) 不法投棄 道路、公園、広場、河川その他の公共の用に供する場所又は他

人が所有し、占有し、若しくは管理する土地にみだりに廃棄物を捨てる行為を

いう。 

(2) 廃棄物 廃棄物の処理及び清掃に関する法律(昭和45年法律第137号。以下

「法」という。)第2条第1項に規定する廃棄物をいう。 

(3) 土地所有者 市内にある土地を所有し、占有し、又は管理する者をいう。 

(4) 地域住民 市内に住所を有する者、市内に生活若しくは活動の拠点を置く

者又は一時的に市内に滞在する者をいう。 

(市の責務) 

第3条 市は、不法投棄を未然に防止し、土地所有者又は地域住民と連携協力を行

うため、次に掲げるもののほか、その他必要な施策を講じなければならない。 

(1) 不法投棄の未然防止に関する広報等による不法投棄の防止を図るための意

識の啓発に関すること。 

(2) 不法投棄の未然防止のための重点警戒区域を設定し、当該区域の計画的な

パトロールの実施に関すること。 

(3) 不法投棄状況に関する情報収集及びその内容の公表に関すること。 

(4) 不法投棄された廃棄物を発見した場合における、土地所有者、広島県、警

察等との連携調整に関すること。 

(5) 地域住民が行う清掃等の環境美化活動又は不法投棄の防止に関する活動の

支援に関すること。 

(土地所有者等の責務) 



第4条 土地の所有者は、自己が所有し、占有し、又は管理する土地において不法

投棄をされないよう、その防止に努めなければならない。 

2 土地所有者及び地域住民は、不法投棄された廃棄物(缶、びん、ペットボトルそ

の他の容器及びたばこの吸い殻、紙くずその他これらに類する少量の廃棄物に係

るものを除く。)を発見したとき及び不法投棄をしている現場を目撃したとき

は、直ちに市又は警察に情報提供するよう努めなければならない。この場合にお

いて、土地所有者及び地域住民は、不法投棄した者に対し不法投棄された廃棄物

の撤去を求め、又は自らの責任において撤去しなければならない。 

(立入調査) 

第5条 市長は、この条例の施行に必要な限度において、その職員に不法投棄がさ

れたと認められる土地又は建物に立ち入り、不法投棄者を特定する上で必要な調

査をさせることができる。 

2 前項の規定による立入調査を行う職員は、その身分を証する証明書を携帯し、

土地所有者又はその土地の関係者から請求があったときは、これを提示しなけれ

ばならない。 

3 第1項の規定による立入調査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈

してはならない。 

(報奨金) 

第6条 市長は、第4条第2項の規定による情報提供が、不法投棄をした者の車両ナ

ンバー、名前、人数等で法第16条違反として警察が捜査を行うに際して行為者の

特定に関し有益なものであると認められるときは、その情報提供を行った者に対

し、報奨金を支給することができる。ただし、当該情報提供が警察のみに対して

行われたときは、この限りでない。 

(委任) 

第7条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この条例は、令和5年10月1日から施行する。 

 


